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1. 愛 知 県 西 三 河 地 方 に は 特 殊 産 業 と し て 和紡 （ ガ ラ

紡 ） 工 業 が盛 んに 営 な ま れ て い る が ， こ れ ら の 工場 は 何

れ も零 細 企 業 工 場 が 多 く誠 に 好 ま し が ら ざ る環 境 の も と

で 働 らい て い る 有 様 は 現 代 社 会 の 一 縮 図 と も み られ る 。

従 っ てこ れ ら工 場 労 務 者 の 健 康 状 態 も決 し て 良 好 ど は い

え な い 。 先 に 彼 等 （ 従 業 員 ） の97 名 に つ い て 血 液 像 の 調

査 を行 な った 結 果, 赤 血 球 数, 血 球 素 量 は 正 常 限 界 の 下 辺

に あ り， 白 血 球 数 に は 特 に 変 化 は な い が ， 企 業 別 に み る

と小 企 業 程 血 球 素 量の 減 少 が 目立 っ てい る 事 を先 に 発 表

し た。 そ こ で こ の貧 血 傾 向 の要 因 を明 らか に す る た め ，

血 液 値 と食 生 活 との 関 係 を 追 求 し て み た 。

2. 血 液 値 の 調 査 を行 な っ た96 人 の うち 通 勤 労 働 者

27 世 帯 につ い て1960 年 ５ ～ ９月 の5  ヵ月 間 の 調 査 で あ

る。　　　　　　　　　　　　 ’

3. 血 球 素 量 ， 赤 血 球 数 とエ ング ル 系 数 ， 家 族 単 位 上

の 間 に は,    -0.462 士0.154,     －0.770 士0.183,     －0.878 士

0.044,   －0.577  士0.128, と逆 相 関 が成 立 ち， 食 物 費 との

間 に は そ の相 関 が見 られ る が白 血 球 数 には これ らの 関 係

は 認 め ら れ ない 。　　　　　　　　　 ・

即 ち赤 血 球 数 及 び血 球 素 量 の減 少 は ，食 物 費 が少 な く

し か も家 族 数 の 多 い 場 合 に見 ら れ， エ ング ル 系 数 の高 い

も の 程 貧 血 傾向 に あ る こ と が う か が われ た 。


